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1. 県より地方街路整備事業（都市計画道路 停車場栄町線）の説明会が開催されました。

　令和元年１２月１3 日（金）、１８時からカダーレ内ギャラリーにて開催されました。

東側工区

�

①Ｒ１用地補償の進捗について

東側工区

○ 移転計画が決まり、移転可能になり次第契約。ただし、
借家人、相続関係者、所有権以外の権利の関係者がいる場
合には、相手方と調整がついた方に限る。

R2年度以降の用地補償の予定
・ 上記の方針に則り、R1年度に物件調査を行った方々との用地交渉
及び土地売買契約等の締結。（R1,R2年度予算を合わせると全ての方
と契約締結可能となる見込み）

・ 予定通りに用地補償が進んだ場合、R4/3/31までに事業用地部分の
撤去、土地の引き渡しをお願いしたい。

�

②Ｒ２用地補償の予定について

　初めに現在の進捗状況や今後の予定などの説明があ

り、その後質疑応答が行われました。

   令和元年度までの進捗状況は、西側工区の補償は完

了し現在施工中です。東側工区は平成 30 年度は２棟、

今年度は現時点で２棟の補償契約を締結をし、その他

３棟の物件調査を完了しました。今後の東側工区の物

件調査は、先に郊外移転を予定している方から行い、

その後南側工区の方から順に実施させていただきます。

北側工区に関しても現在発注手続き中です。今年度中

にすべての物件の調査を完了する予定です。

　物件の調査を完了した方に対しては、金額の提示、

補償内容、契約時期の説明を行っております。

　令和２年度の用地補償の予定は、令和元年度に物件調

査を行った方々と用地交渉を行い土地売買契約の締結を

行います。

　令和２年度の予算は、今年度の予算と同程度が見込

まれますので、来年度中にすべての方との契約が可能

となる見込みで、移転計画等が決まった方から順次契

約の締結を行う予定です。予定通りに用地補償が進ん

でいった場合、令和４年３月末まですべての方々に用

地部分の建物の撤去を完了していただく予定です。そ

の為、現時点で補償額を提示されていない方々も、移

転先、工事業者の選定、移転後の建物の計画などを進

めていただき、用地補償が円滑に進むようにご協力を

お願いします。

【質疑応答】

Q：道路工事はどういう予定になるのでしょうか？

A：西側工区は北側の電線共同溝の埋設が１月１６日

　　まで完了し、来年度中に歩道の完成を目指します。

　　南側工区は来年度の埋蔵文化財調査が９月までに

　　完了し、その後市の上下水道管の移設を行う予定

　　です。

Q：道路の完成はいつ頃の予定になりますか？

A：現段階では令和５年度を目指していますが、予算

　　の都合によって令和６年度になるかもしれません。　

Q：北側の歩道ができると同時に車道もできるのですか？

A：北側の歩道を来年度完成させ、その後南側工区の

　　歩道を整備するのと同時に車道も整備します。電

　　柱については電力、NTT と協議し進めていきます。　　



2. 南秋田郡五城目町～朝市プラス～視察報告　（令和元年 11 月 10 日）　　

8：20　 （集合）　裏尾崎町　きらやか銀行前　

8：30　 （出発）　きらやか銀行前　
　　　　　　　　　　　ジャンボタクシー　

10：00  （到着）　五城目朝市ふれあい館　

10：10【懇談会】　五城目町役場
　　　　　　　　　　商工振興課２名

10：50【イベント体験】　
　　　　朝市プラス等視察　　

15：00　（集合）　五城目朝市ふれあい館

15：10　（出発）　五城目朝市ふれあい館
　　　　　　　　　　ジャンボタクシー

16：30　（到着）　裏尾崎町　きらやか銀行前　

視察・懇談会スケジュール　

参加者名簿（敬称略）　

由利本荘市都市計画課 三浦洵一

大門・本町通り
　　まちづくり員会

菅野和博・小松義博
春日井一尚
山口英幸
池田則男・柴田和紀

池田芳雄
島田鋼二・

・

大門・本町通りまちづくり委員会より

事業の進捗状況などは　由利地域振興局　建設部企画建設課　河川道路建設班　℡0184-25-4545

地区計画・まちづくり協定は　由利本荘市　建設部都市計画課　℡0184-24-6332　

　まちづくり協定の届出は由利本荘市都市計画課（由利本荘市第二庁舎）にお願い致します。建設業者様へのご

連絡宜しくお願い致します。提出書類は大門本町通りまちづくり委員会ホームページよりダウンロードできます。

下記アドレスもしくは検索にてお願いします。

　第 20 回大門・本町通りまちづくり委員会が令和元年 11 月 10 に

開催され、伝統のある朝市を守りながら、新しい試みをし賑わいを作

りだしている「ごじょうめ朝市プラス」を視察しました。

　

アドレス http://daimon-honcho.com/ 大門・本町通りまちづくり委員会で検索

ごじょうめ朝市ふれあい館にて

ごじょうめ朝市プラス会場

五城目町商工振興課の方々と懇談

　「ごじょうめ朝市プラス」を主催している南秋田郡五城目町　五

城目町商工振興課　斎藤課長、柴田係長と懇談しました。

　ごじょうめ朝市はで町時代より 524 年続く朝市です。しかし近年

高齢化、後継者不足となっており出店者が減少してきておりました。

平成 27 年度に出店の臨時緩和し朝市プラスへと発展していきました。

店舗数も増え多い時では 90 店の出店があります。朝市は月 12 回行

っており来場者数も増えてきていますが、沿道の商店数は減少してき

ており沿道の店舗に対してもいろいろ支援して更なる賑わいを作って

いこうとしています。

　

　
【質疑応答】

・特産品はどういったものがありますが？　

　木苺、枝豆、春の山菜、秋のキノコなどがあり、朝市でも販売さ

　れています。　　　　　　　　　　　　　　　　

・商店などにも支援をしていますが、街並みの統一などのまちづく

　りは今後ありますでしょうか？

　今は商店街の衰退もありなかなか進めていくことは難しいです。

　　　　　
・今後新しい企画などありますか？

　今現在はこれといってありま

　せんが、色々なアイデアが出

　てきてはいます。そしてそれ

　を応援しようという環境が数

　年前より出来ています。

　
参加の感想

・今日は出店数がすくなかった

　が普段はもっと出店している

　ということで来場者ももっと

　楽しめるのかなと思った。

・商工振興課の方々が出店者の

　方々とのつながりが深く、良

　い関係性ができている感じが

　した。

　

　

　


	まちづくりニュース2001ｵﾓﾃ
	まちづくりニュース2001ｳﾗ

